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八
月
四
日
に

「夏
の
寺
子
屋
子
ど

も
会
」
を
三
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
二
年
間
中
止

と
な
り
ま
し
た

一
泊
二
日
の
夏
休
み

の
子
ど
も
会
で
し
た
が
、
今
回
は
日

帰
り
日
程
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

開
催
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
今
ま
で
よ
り
若
千
参
加
者

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
手
伝

い
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
達
も

一
緒

に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
は
自
然
豊
か
な
江
津
湖
に
向

か
い
、
水
遊
び
を
し
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
天
然
プ
ー
ル
の
よ
う
な
冷
た
い

水
で
さ

っ
ば
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
し
た
。

お
寺
に
帰

っ
て
き
て

か
ら
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
焼
か
れ
た
食
べ
物
や

カ
レ
ー
や
か
き
氷
を

い

た
だ
き
、
本
堂
で
ゲ
ー

ム
を
し
て
解
散
し
ま
し

た
。
中
高
生

の
み
な
さ

ん
は
、
お
手
伝

い
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

対
象
者

の
子
ど
も
さ

ん
達
は
本
来
、
お
寺

で

泊
ま
る
の
が
楽
し
み
な

夏
休
み
の
子
ど
も
会

で

し
た
の
で
、

い
つ
か
ま

た

一
泊
で
き
る
よ
う
な

子
ど
も
会
が
復
活
で
き

た
ら
と
思

い
ま
す
。
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先
般
あ
る
記
事
で
、
マ
マ
さ
ん

た
ち
が
集
ま
り
計
算
し
て
作
り
出

し
た
「親
子
で
過
ご
す
残
り
時
間
」

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
▼
母
親
は

７
年
６
ヶ
月

（約

３
・さ
ｏ
時
間
）、

父
親
は
３
年
４
ヶ
月

（約

い
Φ・８
ｏ

時
間
）
だ
そ
う
で
す
。
幼
稚
園
保

育
園
卒
園
し
た
時
点
で
既
に
三
割

を
消
化
。
小
学
校
を
卒
業
し
た

時
点
で
五
割
を
消
化
。
高
校
を
卒

業
し
た
時
点
で
七
割
を
消
化
。
▼

さ
ら
に
１８
歳
で
親
元
を
離
れ
る

と
、
残
り
時
間
は
極
め
て
少
な
く

な
り
、
盆
と
正
月
ぐ
ら
い
し
か
帰
っ

て
こ
な
く
な
り
、
帰
っ
て
き
て
も

一緒
に
い
る
時
間
は
一日
約
４
時
間

分
と
計
算
し
、
盆
に
３
日
分
、
正

月
に
３
日
分
で
、
４
時
間

×
６
日

分
で
、
一年
間
で
わ
ず
か
２４
時
間

分
と
な
り
ま
す
。
▼
し
か
し
人
生

と
は
平
均
寿
命
ま
で
生
き
永
ら
え

る
な
ど
と
で

，
保
証
は
ど
こ
に
も

な
い
訳
で
あ
り
ま
す
。
老
少
不
定

と
で
２
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
老

若
男
女
い
？
」の
世
と
の
縁
が
切
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
人
生
で
あ

り
ま
す
の
で
、
予
想
以
上
に
、
更

に
短
く
な
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼

日
々
是
好
日
と
で
２
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
極
意
は
全
て
を
良

き
に
捉
え
て
、
あ
る
が
ま
ま
受
け

入
れ
る
こ
と
に
あ
り
、
い
つ
も
が

今
生
最
後
の
ご
縁
で
あ
る
と
思
っ

て
日
々
そ
の
瞬
間
を
大
切
に
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。

◎2010熊本県くまモン

熊本県 SDCs登録事業者

手 千1

発

法

寺

〒8鬱0956

熊本市中央区末前寺公園125

電 話 (096)3834874
FAX(096)3833050
kakuho lli@eagle ocn ne」 p

師ノⅢwrate柿 kc耐kよ面J

お問い合わせ

参拝部:電話(075)3715181

覚法寺:電話(096)834874

早川山覚法寺の Facebookホームベージアドレス http:〃www facebook com/kakuhouJ



② 第2092号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2565年 2唸2年 (令和4年 )秋号

帥

歓
喜
会

・
孟
蘭
盆
会
法
要

八
月
十
六
日

（火
）、
十
時
か
ら
、
京
塚
墓
地
の
覚
法
寺
納
骨
所
に
て
、

お
勤
め
を
し
て
、
午
後

一
時
か
ら
は
、
覚
法
寺
で
歓
喜
会

・
孟
蘭
盆
会

法
要
の
お
勤
め
を
い
た
し
ま
し
た
。

ご
講
師
は
菊
陽
町
浄
念
寺
の
城
弘
教
先
生
で
し
た
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
の
第
七
波
の
真
っ
只
中
の
た
め
、
お
寺
の
者
も
参
拝

者
の
方
々
も
、
暑
い
中
マ
ス
ク
を
着
け
、
感
染
予
防
に
気
を
付
け
な
が

ら
の
お
勤
め
で
し
た
。

最
後

の
お
寺

ス
テ
イ

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
が
経
ち
、
も
と
も
と
昨
年
の
予
定
で
し
た

が
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
ず
、
今
年
も
春
は
開
催
で
き
ず
、
夏
休
み
は

開
催
で
き
そ
う
と
な
り
、
最
後
の

「お
寺
ス
テ
イ
」
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

寺
院
と
し
て
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
十
年
の
間
に
沢
山
の
ご
家
族
や
、
子
ど
も
さ
ん
達
の
グ
ル
ー

プ
を
お
迎
え
し
て
参
り
ま
し
た
。
十
年
が
経
ち
ス
テ
イ
事
業
の
方
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
で
は
ま
だ
ま
だ
、
困
難
な
事
や
解
決
す
べ

き
事
柄
は
残

っ
て
い
ま
す
。

暑い中、20名程のお参りでした京塚墓地の納骨所でのお勤め

マスクを着けてお勤めします菊陽町浄念寺の城弘教先生

本堂にて

イ,レカウォッチングに行きました
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国の見直しにより新型コロナ感染者の療養期間が短縮されましたが、終息の

目処が立たずまだまだ感染予防対策が必要です。例会の方も新型コロナと

向き合いながら活動を進めております。

○コロナの為 休会

○夏の子ども会 (4日 )

約 20名 の小学生 。中高生 (お手伝い)

の子ども達と一緒に江津湖に行ったり

SDGsを 学んだりおやつ(BBQやかき氷)

を食べて楽しい時間を過ごしました。

○孟蘭盆会法要 (16日 )

【ご講師】浄念寺 城 弘教 師

○蓮華の会 (16日 )

小山和作先生 (元 日本赤十字社熊本健康

管理センター所長)に よります講演会。

婦人会以外の方々も参加されました。

023日 ～ 24日

秋季彼岸会・永代経法要が本堂にて

勤修されました。

【ご講師】覚円寺 黒田了智 師
※コロナ禍によりお昼のお斎は中止と

なりました。

Ｌ
，

０
一

講演会の様子

講演会の最後に

が
ん
を
催
肝

呑
み
込
ん
だ

小山和作先生 著書
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地球で暮らす sDGsに月

本願寺新報 8月号に

掲載されました

本堂に見本を展示しています

大谷昭子さん (中 2)作

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動

覚
法
寺
で
は
、
捨
て
ら
れ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集

め
て
、
Ｃ
０
２
削
減
と
尊
い
命
を

救
う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
８

６
０
個
で
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

一
人
分
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
捨
て

ず
に
是
非
覚
法
寺
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ

い
。
お
参
り

の
際
に
、

法
務
員
に
預
け
て
頂
い
て
も
結

構
で
す
。

使
用
済
み
天
ぶ
ら
油
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「新
納
骨
堂
」
の
ご
案
内

来
年
の
夏
頃
か
ら
着
工
の
予
定
で

す
。
覚
法
寺
会
館
を
取
り
壊
し
た
後
に

新
築
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
完
成
は
再

来
年
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

仮
申
し
込
み
を
受
付
中
で
す
。
来
年
に

な
っ
て
か
ら
、
正
式
な
申
し
込
み
を
受

付
開
始
す
る
予
定
で
す
。

標
準
型
が

一
五
〇
万
円
、
小
型

の

ロ
ッ
カ
ー
型
が
三
〇
万
円
で
す
。
仮

申
し
込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、
標
準
型
は

一
二
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。
維
持
管
理

費
が
年
間
五
千
円
で
す
。

覚
法
寺
テ
イ
ツ
シ
ュ
新
いア
ザ
イ
ン

ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ

い

■
報
恩
講
法
要

十
一月
二
十
二
（火
）、
二
十
三
（水
）
日
、
覚
法

寺
本
堂
に
お
い
て
報
恩
講
法
要
を
お
勤
め
い

た
し
ま
す
。
ご
講
師
は
宇
城
市
正
善
寺
の
川

田
晃
映
先
生
で
す
。
今
年
も
二
日
間
の
日
程

で
す
。
お
斎
は
中
止
で
す
が
、
お
持
ち
帰
り

用
に
粗
飯
か
お
茶
菓
子
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

■
元
旦
会
法
要
　
初
詣

令
和
五
年
一月
一日
（日
）
午
前
七
時
よ
り
本
堂

で
正
信
掲
の
お
勤
め
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
納
骨
所
に
て
一
座
法
要
。
お
屠
蘇
の
ご
接

待
は
中
止
で
す
。

■
御
正
忌
報
恩
講

令
和
五
年
一月
九
日
（月
）
よ
り
十
六
日
（月
）

ま
で
、
京
都
の
本
願
寺
で
御
正
忌
報
恩
講
が

つ
と
ま
り
ま
す
。

寺院仏具修復・納骨堂設計・施工
徐教用具専門店〉 仏壇 。仏具・修復・修理
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